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バイオバンク構想の推移
●2010/11/30 第1回 医療イノベーション会議
（推進室長 中村祐輔氏）
⇒バイオバンクの基盤整備
●2011/2/18 第1回 個別化医療ワーキンググループ
（メンバーに中村祐輔氏など）（シンクタンクは小宮山宏理事長の三菱総研）
●2011/3/30 第2回 個別化医療ワーキンググループ
⇒バイオバンクとゲノムコホートのロードマップ
●2011/6/3 第2回 宮城県復興会議
（小宮山宏氏が議長）
⇒小宮山氏から「ゲノムコホート」の提言
●2011/6/11 第9回 東日本大震災府復興構想会議
⇒村井知事から大学との連携による「東北メディカル・メガバンク」の提案
●2011/6/16 第2回 医療イノベーション会議
⇒山本東北大医学部長から「東北メディカル・メガバンク」の提案
●2011/7月 宮城県復興計画試案（パブリックコメント）
⇒ICTのみで、 メガバンクの表記なし
●2011/8月 宮城県復興計画最終案
⇒ 「東北メディカル・メガバンク」の表記が加わる
●2011/9/30 文科省概算要求
⇒ 「東北メディカル・メガバンク」に493億円計上



倫理的問題

ヘルシンキ宣言

人間を対象とする医学研究の倫理的原則

・・・・・

17項 「不利な立場または脆弱な人々あるいは地域社会

を対象とする医学研究は、研究がその集団または地域の

健康上の必要性と優先事項に応えるものであり、かつその

集団または地域が研究結果から利益を得る可能性がある

場合に限り正当化される。」

・・・・・







志津川病院

雄勝病院
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建設中のメガバンク棟
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被災地の診療所の患者数推移
駆け込み受診
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その後の抑制







ToMMo
（Tohoku Medical Megabank Organization)

から

ToMSo
（ Tohoku Medical Support Organization ）

へ



（以下資料）



○小宮山議長
・・・・・

これにはいろいろなものが乗っかるわけです。医療のシステム。どうせこの後、どう
せと言ってしまうとあれなんだけれども、日本でも世界でもほとんど医師不足で苦
労しているわけです。これはもう必ず苦労するわけで、幾ら赤ひげみたいな人を求
めたって、それは一部は大丈夫だけれどもマジョリティーとしては無理です。やはり
お医者さんが来たくなるような、ここらあたりは東北大学の、これは井上先生が話
す方がいいのかもしれないんだけれども、医工連携とか、あるいは東北は非常に
３世代が一緒に住んでいたり４世代が住んでいたりで、そうするとゲノムの調査な
んか非常にしやすくて、垂直水平のコホート調査というんですが、そんなものがで
きると。逆に言うとそんなものができればお医者さんが行くそうです。若いお医者さ
んが、研究ができるから、というようなこと。

それから、製薬産業だって、中国に行って薬の治験をやれば１万人やらなくてはい
けない治験が、非常に横縦の関係がはっきりしているこのような地域では可能で､
実はもう世界にないです。こういうところだったら1,000人で非常に精度のある薬の
評価ができるなんていうと、製薬産業だって来てくれる。
・・・・・
2011/6/11 第9回東日本大震災復興構想会議 村井知事からメガバンクに言及
2011/6/16 第2回医療イノベーション会議 山本医学部長からメガバンク構想提示

第２回宮城県震災復興会議
日 時：2011年６月３日（金曜日）



日本医学会

2011 年2月

・・・・・

3-3）未成年者など同意能力がない者を対象とする遺伝学的検査

すでに発症している疾患の診断を目的として，未成年者や知的障害者など同意能力が

ない患者に対して検査を実施する場合は，本人に代わって検査の実施を承諾すること

のできる立場にある者の代諾を得る必要があるが，その際は，当該被検者の最善の利

益を十分に考慮すべきである．また，被検者の理解度に応じた説明を行い，本人の了解

（インフォームド・アセント）を得ることが望ましい．

未成年期に発症する疾患で発症前診断が健康管理上大きな有用性があることが予測

される場合も同様である．

一方，未成年者に対する非発症保因者の診断や，成年期以降に発症する疾患の発

症前診断については，原則として本人が成人し自律的に判断できるまで実施を延期す

べきで，両親等の代諾で検査を実施すべきではない．

「医療における遺伝学的検査・診断に関するガイドライン」



オーダーメイド医療実現化プロジェト
（説明パンフより）
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被災地住民を対象とした大規模ヒトゲノム（遺伝子）検査

「東北メディカル・メガバンク事業」 について

ゲノム（遺伝子）検体の提供を求められたら
各自の遺伝子情報は、究極の個人情報です。同時に、血縁者にも関わります。
自分や家族・血縁者の遺伝子検体提供については、
説明を聞き、よく知り、考え、相談しながら慎重に判断しましょう。

① 日本にはゲノム提供者を保護する法律（バイオバンク法や遺伝子差別禁止法）は未整備です。
② ゲノムコホートによる「未来の個別化医療・個別化予防」は確約されたものではありません。 19


